
資料４ 
 
 
 
 
◆ 障 害 者 総 合 支 援 法 の 対 象 と し て 検 討 す る 疾 病 （ 第 ２ 次 分 ） （ 案 ） 3 月 3 0 日 
検 討 分  < 2 >  

 

 
注）疾病名は、今後の整理により変更する可能性があります。 

 
 

【本資料における検討内容】 第 10 回指定難病検討委員会において、現時点で指定難病の要件を満たすことが明らかでない
疾病とされたもの 

のうち、 
①「発病の機構が明らかでない（※他の施策体系が樹立している疾病を含む）」ことについて要件を満たすことが 明らかでな
い 

②「患者数が本邦において一定の人数に達しない」ことについて要件を満たすことが明らかでない と
された疾病について、障害福祉サ―ビスの対象疾病の要件を満たすかどうかを検討。 

 
 
 
 
 
 

① 「発病の機構が明らかでない｣ことについて要件を満たすことが明らかでない疾病 
（※他の施策体系が樹立している疾病を含む）とされた疾病 

 

●障害者総合支援法の対象疾病の要件についての検討結果 
＊平成 25 年 4 月から障害者総合支援法の対象となっていた疾病 

 

 
番号 

 
病名 

障害者総合支援法の対象疾病の要件  

要件の 
適否 治療方法 長期の療養 客観的な診断基準 

A－３０ 急性壊死性脳症 未確立 必要 あり ○ 

A－３７ 急性網膜壊死 未確立 必要 あり ○ 

A－８４ 先天性風疹症候群 未確立 必要 あり ○ 

A－９９ 短腸症候群 未確立 必要 あり ○ 
 

A－１００ 
 

腸間膜静脈硬化症候群 
 

- 
 

必要なし 
 

あり 
 

× 

 

A－１０１ 特発性角膜内皮炎 
※サイトメガロウイルス角膜内皮炎に限る 

 

未確立 
 

必要 
 

あり※ 
 

○ 

A－１０５ びまん性汎細気管支炎 ＊ 未確立 必要 あり ○ 

A－１０９ 副腎腺腫 確立 必要なし なし × 

A－１１３ ヘパリン起因性血小板減少症 未確立 必要 あり ○ 

A－１１４ ヘモクロマトーシス 未確立 必要 あり ○ 

A－１３１ 薬剤性過敏症症候群 未確立 必要 あり ○ 

A－１３３ 優性遺伝形式をとる遺伝性難聴 未確立 必要 あり ○ 

A－１３８ 両側性小耳症・外耳道閉鎖症 未確立 必要 あり ○ 

A－１３９ 劣性遺伝形式をとる遺伝性難聴 未確立 必要 あり ○ 

 
出典：「障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス等利用者の対象範囲に関する研究」 
（平成 26 年度厚生労働科学研究費補助金 研究代表者 江藤文夫） 



番号 病名 

A－５１ 視床下部過誤腫 

A－５２ 脂肪肉腫 

A－５３ 若年性骨髄単球性白血病 

A－５４ 絨毛癌 

A－５５ 上衣腫 

A－５６ 上咽頭癌 

A－５７ 松果体腫 

A－５８ 神経芽腫 

A－５９ 神経鞘腫 

A－６０ 神経節芽腫 

A－６１ 神経節膠腫 

A－６２ 神経節腫 

A－６３ 腎細胞癌 

A－６４ 心臓腫瘍 

A－６５ 腎明細胞肉腫 

A－６６ 膵芽腫 

A－６７ 髄芽腫 

A－６８ 髄膜腫 

A－６９ 頭蓋咽頭腫 

A－７０ 頭蓋内胚細胞腫瘍 

A－７１ 性索間質性腫瘍 

A－７２ 成熟Ｂ細胞リンパ芽球性白血病 

A－７３ 成熟 B 細胞リンパ腫 

A－７４ 成熟を伴う急性骨髄性白血病 

A－７５ 成熟を伴わない急性骨髄性白血病 

A－７６ 成人型ランゲルハンス細胞組織球症 ＊ 

A－７７ 脊索腫 

A－７８ 摂食障害 ＊ 

A－７９ 線維形成性小円形細胞腫瘍 

A－８０ 線維肉腫 

A－８１ 前駆 B 細胞リンパ芽球性白血病 

A－８２ 腺腫様甲状腺腫 

A－８３ 先天性フィブリノーゲン欠乏症 

A－８５ 先天性プロトロンビン欠乏症 

A－８６ 仙尾部奇形腫 

A－８７ 第 V 因子欠乏症 

A－８８ 第 VII 因子欠乏症 

A－８９ 第 X 因子欠乏症 

A－９０ 第 XI 因子欠乏症 

A－９１ 第 XII 因子欠乏症 

A－９２ 第 XIII 因子欠乏症 

A－９３ 退形成性星細胞腫 

A－９４ 胎児性癌 

A－９５ 唾液腺癌 

A－９６ 多胎芽腫 

A－９７ 多発性内分泌腫瘍症１型 

A－９８ 多発性内分泌腫瘍症２型 

A－１０２ 軟骨芽腫 

●障害者総合支援法の対象疾病の要件について検討を行うためのデータが現時点で明らかでない疾病 
（他の施策体系が樹立している疾病を含む） 

 

＊平成 25 年 4 月から障害者総合支援法の対象となっていた疾病 
 

番号 病名 

A－１ B リンパ芽球性リンパ腫 

A－２ Ｇｏｒｌｉｎ症候群 

A－３ NK（ナチュラルキラー）細胞白血病 

A－４ T リンパ芽球性リンパ腫 

A－５ T 細胞リンパ芽球性白血病 

A－６ VIP 産生腫瘍 

A－７ 悪性胸腺腫 

A－８ 悪性黒色腫 

A－９ 悪性骨巨細胞腫 

A－１０ 悪性神経鞘腫 

A－１１ 悪性ラブドイド腫瘍 

A－１２ 異型奇形腫瘍/ラブドイド腫瘍 

A－１３ 異形成性腫瘍 

A－１４ 異所性副腎皮質刺激ホルモン(ACTH)産生症候群 

A－１５ インスリノーマ 

A－１６ ウィルムス（Wilms）腫瘍・腎芽腫 

A－１７ 横紋筋肉腫 

A－１８ 外耳中耳奇形に伴う難聴 

A－１９ 下垂体腺腫 

A－２０ ガストリノーマ 

A－２１ 家族性腺腫性ポリポーシス 

A－２２ 褐色細胞腫 

A－２３ 滑膜肉腫 

A－２４ カルシフィラキシス 

A－２５ カルチノイド症候群 

A－２６ 肝芽腫 

A－２７ 肝細胞癌 

A－２８ 気管支腫瘍 

A－２９ 奇形腫（頭蓋内及び脊柱管内に限る） 

A－３１ 急性巨核芽球性白血病 

A－３２ 急性骨髄性白血病、最小分化 

A－３３ 急性骨髄単球性白血病 

A－３４ 急性赤白血病 

A－３５ 急性前骨髄球性白血病 

A－３６ 急性単球性白血病 

A－３８ 胸膜肺芽腫 

A－３９ グルカゴノーマ 

A－４０ 血球貪食性リンパ組織球症 

A－４１ 血小板減少症（脾機能亢進症による） 

A－４２ 血友病Ａ 

A－４３ 血友病Ｂ 

A－４４ 膠芽腫 

A－４５ 甲状腺癌 

A－４６ 骨髄異形成症候群 ＊ 

A－４７ 骨髄線維症 ＊ 

A－４８ 骨軟骨腫症 

A－４９ 骨肉腫 

A－５０ 混合性胚細胞腫瘍 



番号 病名 

A－１２５ 未分化肉腫 

A－１２６ 未分化胚細胞腫 

A－１２７ 脈絡叢乳頭腫 

A－１２８ 明細胞肉腫（腎明細胞肉腫を除く） 

A－１２９ 網膜芽細胞腫 

A－１３０ 毛様細胞性星細胞腫 

A－１３２ ユーイング（Ewing）肉腫 

A－１３４ 溶血性貧血（脾機能亢進症による） 

A－１３５ 卵黄嚢腫 

A－１３６ ランゲルハンス細胞組織球症 ＊ 

A－１３７ リフラウメニ病 

●障害者総合支援法の対象疾病の要件について検討を行うためのデータが現時点で明らかでない疾病 
（他の施策体系が樹立している疾病を含む）   （つづき） 

 

＊平成 25 年 4 月から障害者総合支援法の対象となっていた疾病 
 

番号 病名 

A－１０３ 軟骨肉腫 

A－１０４ びまん性星細胞腫 

A－１０６ 肥満低換気症候群 ＊ 

A－１０７ フォン・ヒッペル・リンドウ病 

A－１０８ フォンウィルブランド（von Willebrand）病 

A－１１０ 副腎皮質癌 

A－１１１ 腹膜偽粘液腫 

A－１１２ 平滑筋肉腫 

A－１１５ 胞巣状軟部肉腫 

A－１１６ 乏突起神経膠腫 

A－１１７ ホジキン（Hodgkin）リンパ腫 

A－１１８ 慢性移植片対宿主病 

A－１１９ 慢性骨髄性白血病 

A－１２０ 慢性骨髄単球性白血病 

A－１２１ 慢性腎盂腎炎 

A－１２２ 未分化神経外胚葉性腫瘍（中枢性のもの） 

A－１２３ 未分化神経外胚葉性腫瘍（末梢性のもの） 

A－１２４ 未分化大細胞リンパ腫 



番号 病名 

D－１６ 心房粗動 

D－１７ 前縦靱帯骨化症 ＊ 

D－２１ 橋本病 

D－２２ バセドウ（Basedow）病 

D－２４ 慢性腎不全(急性尿細管壊死または腎虚血による) 

D－２５ 慢性腎不全(腎腫瘍による) 

D－２６ 慢性膵炎 ＊ 

D－２７ 2 型糖尿病 

 
 
 

②       ｢患者数が本邦において一定の人数に達しない｣ことについて要件を満たすことが明らかでない疾病と 
された疾病 

 
 

●障害者総合支援法の対象疾病の要件についての検討結果 

＊平成 25 年 4 月から障害者総合支援法の対象となっていた疾病 
 

 
番号 

 
病名 

障害者総合支援法の対象疾病の要件  

要件の 
適否 治療方法 長期の療養 客観的な診断基準 

D－１ Microscopic Colitis 症候群 未確立 必要 あり ○ 

D－２ 萎縮型加齢黄斑変性 ＊ 未確立 必要 あり ○ 

D－３ 円錐角膜 未確立 必要 あり ○ 

D－４ 家族性高コレステロール血症（ヘテロ接合体） 未確立 必要 あり ○ 

D－９ 原発性アルドステロン症 ＊ 確立 必要 あり × 

D－１０ 原発性局所多汗症 未確立 必要 あり ○ 

D－１８ ダウン (Down) 症候群 未確立 必要 あり ○ 

D－１９ 特発性正常圧水頭症 ＊ 未確立 必要 あり ○ 

D－２０ 突発性難聴 ＊ 未確立 必要 あり ○ 

D－２３ ペルーシド角膜辺縁変性症 未確立 必要 あり ○ 
 

出典：「障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス等利用者の対象範囲に関する研究」 
（平成 26 年度厚生労働科学研究費補助金 研究代表者 江藤文夫） 

 
 
 

●障害者総合支援法の対象疾病の要件について検討を行うためのデータが現時点で明らかでない 

＊平成 25 年 4 月から障害者総合支援法の対象となっていた疾病 
 

番号 病名 

D－５ 川崎病 

D－６ 気管支喘息 

D－７ 脚ブロック 

D－８ 狭心症 

D－１１ コレステリルエステル転送蛋白欠損症（CETP） 

D－１２ 心筋梗塞 

D－１３ 腎血管性高血圧 

D－１４ 腎尿管結石 

D－１５ 心房細動 

 


